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１．研究概要 
H24 年 8 月 28 日に、パラオ・コミュニティーカレッジ（PCC）においてセミナーを開催

した。このセミナーでは廃棄物管理、3Rの重要性、ならびに本プロジェクトでの研究成果

について、日本側から 2件、パラオ共和国の行政官から 2件、 PCCの学生らが 1件の講演

を行った。参加者は PCC 学生、一般参加者、大使館・JICA 等日本関係者など全 84 名であ

った。 

 

２．開催概要およびプログラム 
日時： 平成 24 年 8月 28 日（木） 

場所： パラオコミュニティーカレッジ（Palau Community College） 

セミナータイトル：  

  Japan-Palau Joint Seminar “Importance of Solid Waste Management in Palau” 
プログラム： 

 Opening Address by Dr. Patrick Tellei、 President of PCC 
 “Survey on Solid Waste Generation in Palau and Future Projection”  
 by T. Fujiwara (Okayama Univ.) 
 “Water Quality Survey in Palau Focusing on the Leachate from Landfill Sites”  
 by H. Nagare (Okayama Univ.) 
 “Importance of Solid Waste Management in Palau”  
 by P. Omelau and PCC students 
 “Management of Solid Waste in Palau”  
 by Calvin Ikesiil (Ministry of Resource and Development, Palau) 
 “Importance of 3R Education”  
 by Mengkur Rechelulk (Ministry of Resource and Development, Palau) 
 Closing Remark by Mr. Calvin 

 



３．活動資料 

 

図-1 大通りに掲示された宣伝 

 

図-2 大通りに掲示された宣伝 

 

図-3 セミナー会場での垂れ幕 

 

図-4 セミナー開会式 

 

図-5 セミナー開会式 

 

図-6 藤原先生による講演 



 

図-7 PCC学生からの発表 

 

図-8 セミナーの様子 

 

図-9 Mr. Calvinによる講演 

 

図-10 Mr. Mengkurによる講演 

 

図-11 テレイ学長（右から二人目）らと 

 

図-12 PCC学生らと 

 



 
図-13 パラオコミュニティカレッジ報紙にて紹介記事（H24.3.16） 

 

 

 
図-14 セミナー宣伝記事（H24.8.23、TI BELAU 紙）



 
図-15 セミナー宣伝記事（H24.8.24、Islandtimes紙） 



 

図-16 セミナー紹介記事（H24.9.3、Tia Belau 紙） 

 
 
  


